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１.組織の概要

1) 事業者名及び代表者名

　　　　株式会社　和　泉　建　設

　　　　　代表取締役　和泉　康夫

　　　

2) 所在地　

　本　　　　社 石川県金沢市上荒屋３丁目２５番地８

ＴＥＬ　076-249-4757

ＦＡＸ　076-249-4768

　野々市営業所 石川県野々市市御経塚３丁目３５番地

ＴＥＬ　076-249-4737

ＦＡＸ　076-249-4767

3) 設立 昭和46年3月

4) 環境管理の責任者及び担当連絡先

　管理責任者 工務部　水野　加那

　連絡先 ＴＥＬ　076-249-4737

ＦＡＸ　076-249-4767

　E-mail:kk-izumi@yacht.ocn.ne.jp

　URL http://kk-izumi-hp.com

5) 事業活動

　建築工事　　土木工事　　注文住宅設計・施工

6) 事業の規模

　対象期間 事業年度：3月1日～2月28日

2020年 2021年 2022年 単　　位

470 451 368 百万円

10 10 10 人

286.7 286.7 286.7 ㎡

1） 対象範囲：本社　及び　野々市営業所

2） 対象期間：2022年3月1日～2023年2月28日（弊社会計年度）

3） 認証登録の範囲：建築工事、土木工事、注文住宅設計・施工

活 動 規 模

完 成 工 事 高
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従 業 員 数

事 務 所 延 床 面 積

２.認証登録の対象範囲及びレポートの対象期間

本 社

野々市（営）



３.環境経営方針
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①当社の活動及びサービスに係る環境側面を認識し、エコアクション21を構築し、継続
的改善を図る。

②建設工事に伴い発生する建設廃棄物の減量化とリサイクルの推進に取り組む。

③事業活動によるｶﾞｿﾘﾝ・軽油・電力から排出する二酸化炭素量の削減に取り組む。

④事務所で使用する水道水の削減に取り組む。

⑤事務用用紙等の紙類の削減に取り組む。

⑥省エネ・エコ住宅の提案を積極的に取り組む。

⑦環境に関する法・条例等を遵守する。

⑧環境経営方針は全従業員に周知する。

⑨環境経営レポートを公表し、地域住民とのコミュニケーションを図る。

⑩エコアクション21を活用し、全員で環境への取組みを継続的に行う。

会社理念

『誠意・真心をモットーに 高い技術力とサービスを提供する』

事業活動に関わる作業所と事務所内において、環境負荷低減、及び環境改善を図る為、
次の項目を重点的に取り組む。

株式会社 和泉建設
代表取締役 和泉康夫

改訂：2018年３月 １日

制定：2014年5月10日

理念を認識し、自然環境に配慮した事業活動により、地域社会の発展に貢献する。



1)

2)

3)

4)

5)

 

　社員は、取引先・協力業者に置いても、環境経営計画における理解及び実施協力の教育
に努める。
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４.エコアクション２１活動体制

　　エコアクション２１を実施し、その結果を評価し、見直しするための実施体制を構築
し、それぞれの責任と権限を定め全社に周知する。

　代表者は、経営における課題をチャンスと踏まえて、環境経営方針を定め効果的な環境
経営システムを構築・運用するために、各計画を実行するための実行責任者の役割、責任
及び権限を明確に定める。
組織の一人一人が、環境経営システムの中でどのような役割を持っているのかを適切に認
識するように、構築した組織体制を全社に周知する。
　又、代表者は、環境への取組を適切に実行するための資源を用意する。
資源とは「人・物・金」の事で、環境への取組を実施するための必要な人員、設備、費用
等を適切に準備する。
　さらに代表者は環境管理責任者を任命し，毎年１回、環境管理責任者に評価結果報告を
求め、報告に基づき全体の見直しを行う。環境経営レポートを承認する。

　環境管理責任者は、代表者に代わりガイドラインの要求事項を満たす環境経営システム
を構築・運用し、その状況を代表者に報告する。従って環境管理責任者は代表者に代わ
り、環境経営システム全体の構築・運用に責任を持つとともに、必要な権限が与えられ
る。

　環境事務局は、環境管理責任者を補佐し環境経営計画の実績集計、「環境関連法規等
チェックリスト」の作成及び遵守チェック、環境への負荷の自己チェック及び環境への取
組の自己チェックの実施、環境経営目標・環境経営計画書原案作成の補佐をする。

　各部署（社員）は、環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚し、活動取組
チェックを実施し、実施状況を報告する。良い環境を維持するため、仕事並びに家庭にお
いても環境保全に努める。社内外の活動を通じて知り得た情報等は、社員もしくは環境事
務局・環境管理責任者に提供し共有に努める。

代
表
者

代
表
取
締
役

和
泉
康
夫

環
境
管
理
責
任
者

水
野
加
那

営業部

工務部

設計・積算部

総務部

取
引
先
・
協
力
業
者

活動体制

役割・責任・権限

「自己チェック」 毎月、社員が1ヶ月の活動をチェックし、検証することに
より、活動を継続的なものにし、意識向上を図る。

環
境
事
務
局



取　組　内　容 担当部署

・エコ運転の実施

　　　・アイドリングストップ

　　　・ふんわりアクセル

　　　・加速・減速の少ない運転

　　　・エアコンの適切な使用

　　　・減速時は早めにアクセルをはなす

・点検・整備（タイヤの空気圧・エンジンオイル等）

・往復路の有効利用（効率的な行動計画） 営業部

・車の燃費の集計・把握

・車の走行距離・給油量の記録

・空調機温度の管理（推奨：冷房27℃・暖房21℃）

・昼休みの消灯ｏｒ減灯

・長期休暇前はコンセントを抜く

・空調機フィルターの定期清掃

・クールビズ・ウォ-ムビズの推奨

・廃棄物の分別の徹底

・材料のムダ削減の指導

・産廃業者の選定

・リサイクル率90％以上を目指す。（解体は95％以上）

・加工品の利用（現場加工によるゴミを減らす）

・コピー用紙の再利用（裏面利用）

・見積りに関する資料等の配布は電子媒体を利用する

・産業廃棄物管理票による状況確認 総務部

・個人のゴミは各自で処分する 全社

・蛇口の閉め忘れ防止の徹底

・トイレなどの水量の調節をする

・社有車以外の洗車はしない

・流しっ放しの洗浄をしない

・配管漏れのチェックを定期的にする。（ﾒｰﾀｰﾁｪｯｸ） 総務部

・コピー用紙の再利用（裏面利用）

・プリントミスの削減（印刷前のﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ確認）

・ペーパーワークの削減（無駄なﾌﾟﾘﾝﾄを減らす）

産業廃棄物排出量の削減

工務部

積算部

省エネ・エコ住宅の提案

・新築工事においては、省エネ・エコ住宅設計を提案する
ようにする（ｵｰﾙ電化・高断熱高気密設計・ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ設
置・省エネ設備等）

・増改築工事においても、ｵｰﾙ電化・エコ窓・高断熱高気
密設計も提案に加えるようにする

営業部
設計部

5.環 境 経 営 計 画（2022年度）

取　組　目　標

ガソリン使用量の削減1)-①

取組目標・取組内容・担当部署

1)
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

総務部

営業部
工務部

1)-② 全社

2)

電気使用量の削減

-５-

水使用量の削減3)

4) コピー用紙購入量の削減 全社

全社

5）



1) 実績

2019年 2020年 2021年 単　　位

　当社においては、化学物質使用はありません。

2) 完成工事高　原単位の実績

2019年 2020年 2021年 単　　位

499 470 451 百万円

3) 過去３年間の推移グラフ（集計）

93 Ｋｇ

㎥/百万円 ほぼ横ばい

評　価

増加

45

90.00

216

145

93.60

ｋｇ/百万円

0.29

31.20

0.43

0.39

増加

6.過去3年間の実績
（2019年度～2021年度）

省エネ・エコ住宅の提案 23

89.90 87.30 ％

コピー用紙購入量

85.50

15,588

完成工事高

コピー用紙購入量 0.10 0.21

減少

評　価

ほぼ横ばい

ほぼ横ばい

減少

増加

二酸化炭素排出量

23

※購入電力の二酸化炭素排出係数　0.468 kg-CO2/kWh　を使用する。

横ばい

ｋｇ－CO2/百万円

23

39.30 42.20

％

件

水使用量 185

リサイクル率（解体）

152

リサイクル率（建築） 91.20

㎥

-６-

二酸化炭素排出量 18,477 19,049 ｋｇ－CO2

ほぼ横ばい

水使用量 0.34

19049
15588

18477

31.2 42.2
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1）二酸化炭素排出量削減

【中期目標】 <2022年度～2024年度>

【実　 績】

【評価・次年度の取組】

【二酸化炭素排出量の内訳と昨年比較】

【月別集計】<2022年度> （ｋｇ－CO2）

501

1,243 1,263

1,177 887

910 483

1,5391,8501,8691,370

934503

1,1331,727

〇 〇

9,006 9,509

14,875 16,72513,006

〇

計画 1,587 1,788 1,207 1,688

〇 〇 〇

8,268 10,443 11,412

月別評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18,292

実績累計 1,515 2,252 3,016 4,193 5,080 6,109 7,096

5,825 7,088 8,815 10,503計画累計 1,587 3,375 4,582 11,636

実績合計 1,515 737 764 9691,029 987 1,172 738

809

693 160844 466 142ガソリン

7月

404

4月3月

792272 503

444

328267 486585

6月 9月

0

電気 822 513 267

5月

224 497

2021年実績

41.4

2月1月12月11月8月

【活　動　状　況】

目　標

kg-CO2

18,859

項　　目

二酸化炭素排出量

完成工事高原単位

対目標

実/目 評価
項　　目

6,0485,780

12,349

10月

増

増減

増

7.環境経営目標とその実績と評価（2022年度）

使用量（ℓ）・消費量（kwh）

5,365 減

内　　訳

53%

二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

二酸化炭素の比率（％） 70% 47% 減

13,269

5,719 増

ガソリン 電気

12,923

2021年 2022年

2,313 減

2022年

kg-CO2/百万円42.2完成工事高原単位 31.0

　本年度は、目標を達成することが出来ました。
エアコンの設定温度も適切に遵守されており、外出時の消灯を意識しています。
日常的にエコ活動に取り組んでいき、意識せずとも自然に行動をとり、エコドライブも全員で心掛けて実行してい
きたいと思います。

増減 2021年年　　度

41.8 〇

実　績
昨対

60%

実　績

11,413

74%

19,049

2022年度目標

対前年

単位2024年度目標2023年度目標

kg-CO2

kg-CO2/百万円

18,670 18,483

40.9

単位

41.8

30%

-7-

73%

2022年度

　2021年度実績を基準とする。それ以降二酸化炭素排出量及び完成工事高原単位は1年毎に1％削減していくこ
とを目標とする。

二酸化炭素排出量

〇

〇

2021年

61%

19,049

42.2

〇

評価

18,859



【エコドライブ推進事業所：取組内容】
・給油レシートに走行距離を記録し毎月末に提出し、燃費のデータ把握する。

・年度末に年間の個々の燃費集計結果を配布し、各自が燃費の把握する。

・ポスター等を掲示することにより、意識向上を図る。
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走行距離記入

定期的なフィルター清掃

掲 示 掲 示



2）産業廃棄物排出量の削減

2）-1　建築・リフォーム

【中期目標】 <2022年度～2024年度>

【実　 績】

【評価・次年度の取組】

2）-2　解体

【中期目標】 <2022年度～2024年度>

【実　 績】

【評価・次年度の取組】
本年度も目標を達成することが出来ませんでした。
解体工事は、当社においては殆どが解体業者に一括発注となっており、使用する解体業者によってリサイクル率も
変動する可能性があります。業者の選定が重要なポイントとなります。
現在取引している業者においては、しっかりと分別処理がされていますが、次年度以降も分別処理可能な業者に発
注することを心掛け、更なるリサイクル率UPへの協力をお願いし、リサイクル率95％以上を目指していきます。

％99% ✖✖ 89.9リサイクル率 95 88.6 93%

✖ ton/百万円

7.17 1192% ✖ ton

0.02 1460%完成工事高原単位 0.23 －

廃棄物排出量
排出量把握

85.44 －

評価
目　標 実　績 実　績

　産業廃棄物排出量はリサイクル率の把握のみとする。廃棄物は請負工事の内容により排出量に大きく影響を受け
るものであり、廃棄物排出量の数値目標設定は無意味と感じます。あくまでも最終処分（埋立処分）量の削減。ゼ
ロエミッション達成目指し、当面はリサイクル率95％以上を目標とする。

項　　目

対目標 対前年 単位

2022年度
実/目 評価

2021年
昨対

廃棄物排出量 排出量把握 排出量把握

リサイクル率 89.9 95

202年度目標 2023年度目標 2024年度目標 単位

95 ％95

排出量把握 排出量把握 ton

％✖ 91.2 91% 〇

　リサイクル率は目標達成出来ませんでした。産業廃棄物排出量は昨年よりは増加となっています。
次年度以降も今まで通り、現場での分別の徹底及び業者への指導を徹底し、日々廃棄物量の削減・リサイクル率の
UPに繋がるような活動を継続していきたいと思います。

項　　目 201年実績

207% 〇 ton/百万円

リサイクル率 90 83.0 92%

産業廃棄物排出量
排出量把握

29.06 － ton

完成工事高原単位 0.08 － 0.04

評価
目　標 実　績 実　績

17.22 169% 〇

　産業廃棄物排出量はリサイクル率の把握のみとする。廃棄物は請負工事の内容により排出量に大きく影響を受け
るものであり、廃棄物排出量の数値目標設定は無意味と感じます。あくまでも最終処分（埋立処分）量の削減。ゼ
ロエミッション達成を目指し、当面はリサイクル率90％以上を目標とする。

項　　目

対目標 対前年 単位

2022年度
実/目 評価

2021年
昨対

リサイクル率 91.2 90 90 90 ％

排出量把握 排出量把握 排出量把握 ton

項　　目 2021年実績 2022年度目標 2023年度目標
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2024年度目標 単位

産業廃棄物排出量 排出量把握



・建築・リフォーム

【月別集計：リサイクル率】<2022年度>

・解体

【月別集計：リサイクル率】<2022年度>

【リサイクル率の推移】<2019年度～2022年度>

- - -
92.2

〇 ✖✖ ✖ ✖ 〇

2.60

0.040.05

98.1

月別評価 〇 ✖

91.1 87.8

✖

累計RC率 92.2 92.2 92.2 88.8 88.6

95.095.0

0.52

月別RC率 92.2 0.0 0.0 92.3

91.8 91.3 90.6 88.5

96.9

95.0 95.0 95.0

71.5 100.00.0 89.9 50.0 72.6

84.92 85.44

目標RC率 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0 95.0

45.92 56.67 57.37 59.52累計廃棄物 45.92 45.92 45.92 64.38

4.86 13.14 4.80

77.52 82.32

9.54 9.58

廃棄物合計 45.92 0.00 0.00 0.00 10.75 0.70 2.15

3.56 4.65 5.00 5.59累　計 3.56 3.56 3.56 5.74

0.15 3.75 0.00

9.49 9.49

75.86

埋　立 3.56 0.00 0.00 0.00 1.09 0.35 0.59

52.37 53.93 58.64 68.03 72.83 75.38

9.39 4.80 2.550.35 1.56 4.71 0.48

累　計 42.36 42.36 42.36 42.36 52.02

再利用 42.36 0.00 0.00 0.00 9.66

7月 8月 9月 10月 11月 2月

-月別評価 -✖ - 〇 ✖✖✖

83.0 83.0

3月 4月 5月 6月 12月 1月

〇

累計RC率 72.5 79.1 75.8

月別RC率

✖ 〇 ✖

72.5 90.0

83.0

0.0 0.0

79.5 81.3 82.8

83.0 89.7 0.0 100.095.6

90.0 90.0

82.5 82.5 83.1

66.162.2 87.2

90.0

29.06

90.0 90.0 90.0

26.85 29.06

90.0目標RC率 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

廃棄物合計 0.56 0.302.29

26.85 28.20 28.76 29.06

3.78

累計廃棄物 3.78 6.07 7.55 11.23 22.98

4.954.95

3.87 0.00 0.00

4.95

1.48 3.68 11.75 1.35

4.70

0.00

4.764.70

0.00 0.00

24.11

累　計 1.04 1.27 1.83 2.30 4.30 4.95

1.04 0.23 0.56

24.11

0.002.00 0.40 0.00 0.06 0.19

0.000.37 0.30

0.47

累　計 2.74 4.80 5.72 8.93

埋　立

24.1123.81

3.21 9.75 3.47

23.4418.68

0.00

22.15

0.00

【活　動　状　況】
産業廃棄物量削減

3月 4月 5月 2月7月 9月
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6月 1月

【活　動　状　況】

22.15

11月 12月

再利用 2.74

8月

2.06 0.92

10月

1.29

85.8

90.0
91.2

83.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

2019年 2020年 2021年 2022年

93.6

89.9

87.3
88.6

80

82

84

86

88

90

92

94

96

98

100

2019年 2020年 2021年 2022年

建築・ﾘﾌｫｰﾑ 解体
（％） （％）

現場分別の徹底 事務所分別の徹底



3）水使用量の削減

【中期目標】 <2022年度～2024年度>

【実　 績】

【評価・次年度の取組】

【月別集計】 <2022年度> （㎥）

76.8 83.8 90.8 95.9
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〇〇 〇

完成工事高原単位 0.29 77% 〇 ㎥/百万円

145.2133.1

0.26 90% ✖ 0.34

〇

実/目 評価
2021年

単位

2022年度

水使用量 150 95.9 64% ✖ ㎥

昨対 評価
目　標 実　績 実　績

㎥/百万円

　2021年度実績を基準とする。それ以降水使用量・完成工事高原単位は1年毎に1％削減していくことを目標と
する。

項　　目

対目標 対前年

完成工事高原単位 0.34 0.29 0.28

㎥

0.28

2021年実績 2022年度目標 2023年度目標

152 150 149

単位

水使用量

〇月別累計評価 〇

項　　目

〇

2024年度目標

147

152 63%

69.8

108.9 121.0

43.0 54.0

48.4 60.5

〇 〇

61.9

〇〇

32.0

84.7

実績累計 5.6 13.4 21.0

〇 〇

96.8計画累計 12.1 24.2 36.3 72.6

5.111.0 7.9 7.9 7.0 7.0 7.0

12.1

実　績 5.6 7.8 7.6 11.0 11.0

12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1計　画 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1

　水使用量は目標を達成することが出来ました。
夏頃は水やりのために使用量が多いのかと思います。
次年度以降も高い意識のもと、節水の意識を常に持ち、継続的活動に努めたいと思います。

【活　動　状　況】

3月 4月 5月 6月 9月 10月7月 8月 1月 2月11月 12月



４）コピー用紙購入量削減

【中期目標】 <2022年度～2024年度>

【実　 績】

【評価・次年度の取組】

【月別集計】 <2021年度> （kg）

・業者への見積り依頼・回答は
　　　　　　メール等でやり取りの徹底

・承認関連の書類は、リンクステーションの
　 　　　　　　　　　回覧BOXを利用する

・ 印刷前のﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ確認の徹底
（ﾐｽﾌﾟﾘﾝﾄ防止）

24.0 24.024.0 24.0
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〇 - - -月別評価 - - - 〇

106.1 119.4 132.6

3.0

- - - -

145.8 159.0

実績累計 0.0 0.0 0.0 3.0 3.0 3.0 3.0

計画累計 13.3 26.5 39.7 52.9 66.2 79.5 92.8

13.3 13.213.3 13.3 13.3 13.2 13.2

実　績 3.0 21.0

13.3

7月 8月 9月 1月 2月

計　画 13.3 13.2 13.2 13.2

0.21

11月10月 12月

　2021年度は、目標を目標達成出来ました。
コピー用紙の裏面再利用や見積時のメールの活用など、積極的に購入量削減の活動に取り組んでいました。
次年度以降も、継続的に活動していきペーパレス化にも目を向けて検討していきたいです。

【活　動　状　況】

3月 4月

kg/百万円31% 〇完成工事高原単位 0.21

5月 6月

0.07 31% 〇

評価
2021年

実/目

26% 〇 kgコピー用紙購入量 92 24 26%

評価
目　標 実　績 実　績

昨対

0.20 kg/百万円

93〇

　2021年度実績を規準とする。それ以降コピー用紙使用量・完成工事高原単位は1年毎に1％削減していくこと
を目標とする。

項　　目

対目標 対前年 単位

2022年度

コピー用紙購入量 93 92 91

完成工事高原単位 0.21 0.21 0.21

90
kg

2024年度目標 単位項　　目 2020年実績 2022年度目標 2023年度目標

古紙回収BOXの設置 不要な印刷物の削減



5）省エネ・エコ住宅の提案

【中期目標】 <2022年度～2024年度>

【実　 績】

【評価・次年度の取組】

・性能の高い断熱材の提案　　　・断熱性の高い複合サッシ等の提案　
・LED電球の提案　　　　　　　・エコキュートの提案　
・省エネ機器の提案（節電型空調機・節水型トイレ等）
・オール電化の提案　　　　　　・ソーラーパネルの提案
・補助金等に関する説明　　　　・断熱性の高い外壁材の提案（金属サイジング等）

☆社内においても省エネ・エコに配慮した購入を心掛ける

グリーン対象商品を購入の視野に入れての検討購入を推進し、環境配慮に心がけていきます。
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項　　目 2021年実績 2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標 単位

省エネ・エコ住宅の提案 23 23 23 22 件

増数目標 年毎１件以上ﾌﾟﾗｽ ＋1 ＋2 ＋3 件

目　標 実　績 実　績

　2021年度実績を基準とし、年/20件とする。依頼件数にも左右されるが、当面は１年毎にプラス１件提案を
増やすことを目標とする。

項　　目

対目標 対前年 単位

2022年度
実/目

100%

評価評価
2021年

昨対

〇

　提案件数の数値目標は達成する事が出来ました。
お客様も興味のある内容ではあると思いますので、環境配慮型の省エネ・エコ住宅の提案は、補助金などの制度を
含め、積極的にしていけば結果に繋がると思います。
次年度以降も、積極的に省エネ・エコ住宅の提案をしていき、会社内・現場においても、省エネ・エコに配慮され
た材料・物品の購入を心掛けていきたいと思います。

【活　動　状　況】

23 100% 〇 件提案件数 23 23.0

グリーン購入 エコ商品購入
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側溝清掃

地域とのコミュニケーション

活 動 状 況

全体会議風景

活動取組自己チェックシート

訓練風景



　1）　環境関連法律と和泉建設の対応

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理台帳 OK

コ　ピ　ー OK

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理台帳 OK

報　告　書 OK

随　　時 該当無し

・解体工事の届出

・防塵対策 1）正規業者に依頼

5 ・保護具、教育等 2）作業の届出

・廃棄物の適正処理

・計画の届出 1）掲示板の設置

・作業準備 2）着工14日前までに県知事に計画書を提出

3）作業基準に従って工事を実施

　2）　環境関連法規への違反、訴訟等の有無
　

資源の有効な利用の確保を図るととも
に、廃棄物の発生の抑制・保全に資する
為、再生資源及び再生物の利用を目的と
する。

労働安全衛生法
（石綿障害予防規則）

1）分別解体の徹底

3

4 振動規制法

7

建設工事に伴って発生する相当範囲にわ
たる振動について必要な規制を行う。

該当する工事の届出，規制値をまもる

早朝・夜間作業、日曜・祝日の作業禁止

建築工事にかかる資材
の再資源化等に関する
法律
（建設リサイクル法）

600*600
看板取付

随　　時環境物品等の調達の推進 購入時に検討
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＊産業廃棄物の発生から最終処分終了ま
で、適正処理がおこなわれるよう必要な
措置を講ずるよう努める。

＊産業廃棄物のマニフェスト報告 5）毎年６月３０日までに報告書提出

4）廃棄物処理ルートの明確化

＊事業活動に伴って生じた廃棄物を自ら
の責任において適正に処理しなければい
けない。

2）分別解体の徹底により、廃棄物を種類に応じた再
資源化施設への適正な搬出 〃

OK

OK

チェック

〃

工事毎

8.環境関連法規への違反、訴訟等の有無　

ﾏﾆﾌｪｽﾄ管理台帳 OK

法律名 法律のポイント

該当無し随　　時

排出などの規制、公害防止関係の法律、廃棄物リサイクルに関する法律等の違反はありませんでした。なお関係機関からの指摘、　及び訴訟等も同様に過去3
年間ありませんでした。

合否

OK

該当無し

騒音の規制基準は、特定建設作業・自動
車交通からの騒音を定めている。

2）廃棄物処理契約書

＊産業廃棄物の運搬・処分は許可を受け
た者

グリーン購入法

騒音規制法

3）産業廃棄物置場の管理

随　　時

和泉建設の対応

確認日　：　2021.　9.10

2022.　3.10

6
大気汚染防止法
（特定粉塵（石綿）排
出作業）

2

1
廃棄物の処理及び清掃
に関する法律
（廃掃法）

1）産業廃棄物マニフェストの管理



実施年月日 2023年12月　2日

実 施 場 所 　１階打合せ室

代表取締役　和泉　康夫

環境管理責任者　水野　加那

環境関連文書及び記録(2021年度版）

環境経営レポート

エコアクション２１建設業者向けガイドライン2017年版

［環境負荷の削減状況］

［環境経営方針］

　見直しする必要はない

［環境経営計画の実施状況］

［環境経営ｼｽﾃﾑの運用状況］

［実施体制］

　変更する必要はない

9.代表者による見直し記録　

代 表 者 に よ る 全 体 の 取 組 状 況 の 評 価 及 び 見 直 し

見　 直　 し

指 示 事 項

出　 席　者

見直し参考資料

　各部署・個人において目標を決め、自発的に今出来ることをしっかりと意識をもっ
て取り組んでいたと思います。

評　　　価

　2023年度は、各部署に合わせた内容を少し変更し「エコ21活動取組チェック
表」を活用して、継続的に取り組みたいと思います。

エコに対する認識を高め、継続して行動する

　各目標において、数値を達成出来たものと出来なかったものがあった。どの項目が
達成出来て、どの項目が出来なかったのかを把握し、目標を目指したいと思います。

各人が目標をたてて行動する様、目標シートを作ってください
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